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重信川の概要

○重信川は、幹川流路延長36km、流域面積445km2の松山市等を流下する一級河川で、日本有数の急流河川。
○瀬戸内式気候に属し、年平均降水量は少ないが、平成29年には戦後最高水位（5.65m）を観測するなど、近年、洪水が頻発。
○下流部は、愛媛県の政治・産業・経済・文化の中心。道後温泉など観光でも賑わう松山市街地が形成され、流域の人口・資産が集中。
○洪水時の水位は堤内地盤高より高く、破堤時は流域を越えて広範囲に洪水氾濫が拡散し、被害は甚大。
○支川石手川上流には、石手川ダム（昭和48年建設）があり、地域の治水、利水に寄与。
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河道勾配が急である

※肱 川：大洲市役所前；海抜 １６ｍ程度

※重信川：東温市役所前；海抜１００ｍ程度

河道勾配の比較図

肱川

※同じ河口から２０ｋｍ程度

鬼怒川

重信川の概要（日本でも有数の急流河川）
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重信川流域面積
４４５km2

幹線流路延長
３６km

はん濫域横断図
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Ａ
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（１２３３ｍ）

東三方ヶ森（ひがしさんぽうがもり)

重信川の概要（部分的に天井川）
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治水の歴史

5



治水の歴史
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治水の歴史

➢ 足立重信：美濃国（岐阜県）生まれ

➢ 若い頃より加藤嘉明に小姓として仕えた

➢ １５９８年 伊予川（重信川）改修に着手

• 正木城付近を流れていた重信川を北に付け替え、新
たな流路を開削・築堤

➢ 松山城築城に際し、湯山川（石手川）の改修に着手

• 松山城付近を流れていた石手川の流路を変え、出合
地点の伊予川に合流

◼ 重信川は昔、伊予川と呼ばれていたが、足立重信の
功績をたたえて重信川と呼ばれるようになった（全
国でも人名がついた河川は珍しい）

◼ 足立重信は、松山城の築城、石手川の改修も実施

足立重信
（不明～1625年）

来迎寺 足立重信の墓 （愛媛県指定記念物）

➢ 重信は、松山城の築城、城下町の建設に20数年間尽力したが、その完成を

みないで寛永2年（1625年）に逝去

➢ 本人の遺言によって、松山城を望見できる城北の来迎寺境内に墳墓を構築

かとう よしあき

らいごうじ

みののくに

い よ がわ

ゆ やま がわ

まさ き

ふんぼ

来迎寺
らいごうじ

松山城
まつやまじょう

道後温泉
どうごおんせん

正岡子規記念博物館
まさおかしき

JR松山駅

松山市駅
まつやましえき

四国霊場51番石手寺
しこくれいじょう いして

じ
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治水の歴史
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治水の歴史
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治水の歴史
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● 霞堤の位置

⑧開発霞

②古川霞
①市坪霞

③井門霞

④広瀬霞
⑤中野霞

⑥南野田霞

⑦井口霞

⑨見奈良霞

一口メモ
甲州流や信玄堤とも呼ばれ、戦国武将として有名な

武田信玄があみだした治水技術と言われてます。
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【霞 堤】現在も残る歴史的な治水対策



計画を上回るような洪水が発生した場合、および大量の土砂流出に
より流下能力が不足するような場合でも、霞堤の遊水効果が安全弁と
なり破堤による壊滅的被害を回避できる可能性が高くなります。
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【霞 堤】 【遊水（ゆうすい）効果】



もし、破堤した場合でも霞堤の氾濫戻し効果により下流への氾濫被害
の拡散を軽減、防止することが可能となります。
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【霞 堤】 【氾濫戻し（はんらんもどし）効果】



昭和１８年７月洪水

○堤防決壊８箇所、耕地流失埋没約1,730ha、家屋浸水約12,500戸、その他道路、鉄道等の被害甚大。
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昭和18年7月洪水の痕跡が残る

当時の航空写真（昭和20年米軍撮影） 14

過去の災害（１）



昭和４５年８月洪水
○台風１０号による豪雨が発生。
○松山を直撃 水田冠水・床上浸水多数

⚫ 最高水位4.0m（出合水位観測所）
⚫ 出合地点流量：1,400m3/s
⚫ 最大日雨量：125mm/日（出合流域）
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過去の災害（２）



昭和５４年６月洪水

○６月２９日から３０日にかけ、梅雨による豪雨が発生
○中村橋が落橋するなど石手川で大きな被害が発生

⚫ 最高水位5.74m（湯渡水位観測所推算値）
⚫ 湯渡地点流量：370m3/s
⚫ 最大日雨量：161mm/日（湯渡上流流域平均）
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過去の災害（３）



平成７年７月洪水

○７月２日から６日にかけ、梅雨による豪雨が発生
○牛渕地区で護岸崩壊流出被害が発生

⚫ 最高水位3.73m（出合水位観測所）
⚫ 出合地点流量：930m3/s
⚫ 最大日雨量：173mm/日（出合上流流域平均）

17

過去の災害（４）



平成１３年６月洪水

○６月１９日から６月２０日にかけ梅雨前線による豪雨が発生。
○出合地点流量は戦後最大
○浸水家屋等443戸

⚫ 最高水位4.79m（出合水位観測所）
⚫ 出合地点流量2,240m3/s
⚫ 最大日雨量：229mm/日（出合上流流域平均）

洪水による護岸崩壊（H13.6）
（東温市上村地先：重信川河口より14.4km付近 東温市南側）

出合大橋下流の洪水流下の状況（H13.6）
（松前町西高柳地先：重信川河口より3.3km付近松前町側）
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過去の災害（５）
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平成29年9月 台風18号による出水



松山河川国道事務所

堤防整備（霞堤）

洪水を安全に流下させるための対策
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事業の効果

重信川は急流河川に用いられている歴史的な治水方式である霞

堤が9箇所あり、そのうち5箇所（市坪、古川、井門、広瀬、

中野）については、洪水位が計画高水位まで上昇するとはん濫に

より家屋浸水被害が生じる恐れがあります。中でも「井門霞堤」

は整備計画目標流量に対して唯一流下能力不足となっています。

井門霞堤の堤防整備の完成により、整備計画目標流量規模
（2,500m3/s)の洪水が発生しても、浸水被害（浸水面積約15ha、
浸水家屋22戸）が解消されることになります。

事業の概要 実施と達成

平成24年度までに概略設計、平成25年度に実施設計を行い、平成26
年度に完成しました。

現地状況

井門

整備計画の目標流量規模の洪水が発生した場合、｢井門霞堤｣で
は開口部からの氾濫により浸水面積約15ha、浸水家屋22戸が想定
されるため、浸水被害の解消のため、本川の堤防を下流側に延伸
（延長80m)する整備を行います。

重信川

堤防延伸 L=80m

い ど

いちつぼ ふるかわ い ど ひろせ

なかの

かいほつ

い ど

みなら
なかの

ひろせ

みなみのだ
いぐち

ふるかわ

いちつぼ

い ど

い ど

重信川堤防延伸
L=80m
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最近の河川整備（流下能力対策）



計画川幅約80m

現況川幅約30m

想定される浸水範囲
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最近の河川整備（流下能力対策）



３０ｍ

改修前

８０ｍ

Ｈ３０．３全工事完了
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最近の河川整備（流下能力対策）



(1) 破壊過程

侵食破壊のメカニズム

流水による洗掘（侵食）被害について

最近の河川整備（質的対策）
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局所洗掘対策（根継ぎ）

最近の河川整備（質的対策）
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堤防漏水（1区間）

【高潮右岸箇所】 【垣生箇所】

堤防漏水（3区間）
【写真①】右岸2k500付近

堤防漏水（5区間）

【松前箇所】 【中川原箇所】

堤防漏水（5区間）
【写真②】左岸3k800付近

【久谷箇所】 【拝志箇所】

護岸崩壊（1箇所）
【写真③】左岸13k700付近 （L=約100m）

堤防護岸崩壊（1箇所）
【写真④】左岸15k000付近 （L=約110m）
堤防崩壊（１箇所）
【写真⑤】左岸15k300付近 （L=約80m）

【写真①】

【写真②】

【写真③】 【写真④】

被災箇所
堤防漏水 ： 14区間
堤防護岸崩壊 ： 3箇所

◆重信川では、平成29年9月台風18号の降雨の直後に、河川管理施設の被災として，堤防漏水14区間・堤防護岸崩壊3箇所が確認された。

◆このうち、漏水に関する著しい被害として、右岸2k500における裏法すべり（写真①）と左岸3k800における噴砂・陥没（写真②）が発生した。

【写真⑤】

【写真①】

【写真②】 【写真③】

【写真⑤】

【写真④】

H29.9洪水 重信川全川の被災状況

25



堤防漏水：河川水の浸透による堤防決壊のイメージ

堤防

浸透水

浸透が続くと水みちが広がり、堤防内がすべり始める。

堤防が掘られ崩壊しやすくなる。

堤防法面崩れ

平成29年台風18号 漏水による被災状況堤防内に水が浸み込み、パイプ状の水みちができる。

堤防は、洪水により堤防自体に水が浸透し、居住地側から水がしみ出してくる（漏水）ことが
あります。その状態が長く続くと、堤防の中に水の通り道が出来、その通り道が大きくなると
共に、堤防の土が流れ出してしまい、堤防が崩れる恐れがあります。

漏水
堤防

浸透水

堤防

浸透水

水みち

漏水

土砂が噴出＋堤防陥没
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堤防漏水：H29.9月洪水での状況

←陥没

噴砂→

堤防裏法面（民家側の斜面）
の漏水による変状跡

洪水による堤防からの漏水
：堤防の斜面や足下から洪水が噴出し、堤防の崩壊の恐れがある。

平成２９年９月台風１８号洪水のとき発生した「漏
水」

写真は松前町上高柳の重信川左岸堤防の事例 27



松山市

石手川

松前町

東温市

重信川

５K

１０K

１５K

３K

【河川概要】
流域面積 445km2

管理延長 20.5km

砥部町

計画規模による浸水エリア

凡 例

堤防漏水対策の進捗状況 （令和４年３月時点）

松前箇所

八倉箇所

久谷箇所

南高井箇所

垣生箇所
出合箇所

漏水対策工事では川側に遮水護岸を設置し、堤防への水の浸透を軽減させると
ともに、居住地側にはドレーン（水抜き）を設置し、堤防に浸透した水を安全に排
水し、土の流出を防止する。

未対策区間

対策済み区間

まさきちょう

とべちょう
とうおん

は ぶ

ま さ き

や く ら

みなみたかい

く たに

であい

まつやま

しげのぶがわ

いしてがわ
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最近の河川整備（質的対策）漏水対策

漏水対策工事では川側に遮水護岸を設置し、堤防への水の浸透を軽減させるとともに、居
住地側にはドレーン（水抜き）を設置し、堤防に浸透した水を安全に排水し、土の流出を防ぎ
ます。

堤防

遮水護岸
ドレーン
（水抜き）

フィルター

遮水護岸
(ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ＋遮水ｼｰﾄ)

フィルター材

堤防漏水対策工事
＜施工イメージ図＞

【完成】
覆土＋張芝

【完成】
ドレーン＋張芝

＜川側＞ ＜居住地側＞

水の浸透を軽減

浸透した水を安全に排水

ドレーン（水抜き）
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○令和元年東日本台風では、各地で戦後最大を超える洪水により甚大な被害が発生したことを踏まえ 、重信川水系においても、中下流域の広大な扇状地への拡散型の氾濫、
急流河川である重信川の水位上昇に伴う支川の氾濫が発生する水害特性からも、事前防災対策を進める必要があることから、河川整備や、支川の氾濫対策として雨水貯留
施設等の取り組みを実施していくことで、国管理区間においては、戦後最大の平成13年6月洪水と同規模の洪水を安全に流し、流域における浸水被害の軽減を図る。

■氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策
・堤防漏水対策、局所洗掘対策、河道掘削、引堤 ・雨水貯留施設等、排水施設の整備【下水】
・排水機場の耐水化等【下水】
・利水ダム等４ダムにおける事前放流の実施、体制構築（関係者：国、愛媛県、道後平野土地改良区、ほか）
・砂防施設の整備 ・森林整備、治山対策等【森林】
・民間事業者や住民による流出抑制対策への支援【下水】 等

※具体的な対策内容については、今後の調査・検討等により変更となる場合がある。

伊予市

Ｎ

松山市

東温市

重信川

石手川

小
野
川

拝
志
川

井
内
川表川

※本対策箇所は主要箇所のみ記載しています。

重
信
川

内川

：市町村界
：流域界
：直轄区間
：浸水範囲
（計画規模）
：河川対策
：直轄砂防区域

凡例

砥部町

松山市
雨水貯留施設等・排水施設の整備【下水】、排水機場の耐水化等【下水】、民
間事業者や住民による流出抑制対策への支援【下水】

堤防漏水対策

堤防漏水対策

堤防漏水対策

堤防漏水対策

雨水貯留施設、排水施設の整備

排水活動の強化

排水ポンプ車（砥部町）

近隣市町との広域避難に関する調
整及び避難経路の検討

地域住民に切迫感が伝わる情報
提供方法の検討

VR体験動画

土砂災害対策

土砂災害対策

森林整備、治山対策等
【森林】

石手川ダム

事前放流

横谷調整池

事前放流

銚子ダム

事前放流

佐古ダム

■被害の軽減、早期復旧・復興のための対策
・簡易型河川監視カメラ・危機管理型水位計の設置 ・想定最大規模等に対応したタイムラインの作成、訓練等
・近隣市町との広域避難に関する調整及び避難経路の検討 ・水害リスク空白域の解消
・地域住民に切迫感が伝わる情報提供方法の検討 ・水災害教育の実施
・水防団との共同点検等の実施 ・要配慮利用施設における避難確保計画の作成促進と避難の実効性確保
・排水活動の強化 ・ハザードマップの周知および住民の水害リスクに対する理解促進の取組 等

堤防漏水対策

大規模工場等への浸水リスクの
説明と水害対策等の啓発活動

愛媛県
河道掘削、引堤、砂防施設の整備、森林整備・治山対策等【森林】

森林整備センター

森林整備【森林】

不動産関係業界と連携した水害リスクに関する情報の解説

・簡易型河川監視カメラ・危機管理型水位計の設置
・想定最大規模等に対応したタイムラインの作成、訓練等
・近隣市町との広域避難に関する調整及び避難経路の検討
・水害リスク空白域の解消
・要配慮利用施設における避難確保計画の作成促進と避難の実効性確保 等

大規模工場等への浸水リスクの説明と水害対策等の啓発活動
立地適正化計画の推進【都市】

・想定最大規模等に対応したタイムラインの作成、訓練等
・近隣市町との広域避難に関する調整及び避難経路の検討
・地域住民に切迫感が伝わる情報提供方法の検討
・水災害教育の実施
・水防団との共同点検等の実施
・要配慮利用施設における避難確保計画の作成促進と避難の実効性確保
・排水活動の強化
・ハザードマップの周知および住民の水害リスクに対する理解促進の取組 等

堤防漏水対策

局所洗掘対策

松前町
雨水貯留施設等・排水施設の整備

大規模工場等への浸水リスクの説明と水害対策等の啓発活動

・想定最大規模等に対応したタイムラインの作成、訓練等
・近隣市町との広域避難に関する調整及び避難経路の検討
・地域住民に切迫感が伝わる情報提供方法の検討
・水災害教育の実施
・水防団との共同点検等の実施
・要配慮利用施設における避難確保計画の作成促進と避難の実効性確保
・排水活動の強化
・ハザードマップの周知および住民の水害リスクに対する理解促進の取組 等

松前町

伊予市
排水機場の設備更新【下水】

大規模工場等への浸水リスクの説明と水害対策等の啓発活動
立地適正化計画の推進【都市】

・想定最大規模等に対応したタイムラインの作成、訓練等
・近隣市町との広域避難に関する調整及び避難経路の検討
・地域住民に切迫感が伝わる情報提供方法の検討
・水災害教育の実施
・水防団との共同点検等の実施
・要配慮利用施設における避難確保計画の作成促進と避難の実効性確保
・排水活動の強化
・ハザードマップの周知および住民の水害リスクに対する理解促進の取組 等

砥部町
排水施設の整備

大規模工場等への浸水リスクの説明と水害対策等の啓発活動

・想定最大規模等に対応したタイムラインの作成、訓練等
・近隣市町との広域避難に関する調整及び避難経路の検討
・地域住民に切迫感が伝わる情報提供方法の検討
・水災害教育の実施
・水防団との共同点検等の実施
・要配慮利用施設における避難確保計画の作成促進と避難の実効性確保
・排水活動の強化
・ハザードマップの周知および住民の水害リスクに対する理解促進の取組 等

河道掘削･引堤（御坂川）

東温市
雨水貯留施設等の整備
民間事業者や住民による流出抑制対策への支援【下水】

大規模工場等への浸水リスクの説明と水害対策等の啓発活動

・想定最大規模等に対応したタイムラインの作成、訓練等
・近隣市町との広域避難に関する調整及び避難経路の検討
・地域住民に切迫感が伝わる情報提供方法の検討
・水災害教育の実施
・水防団との共同点検等の実施
・要配慮利用施設における避難確保計画の作成促進と避難の実効性確保
・排水活動の強化
・ハザードマップの周知および住民の水害リスクに対する理解促進の取組 等

重信川水系流域治水プロジェクト【位置図】
～足立重信の築いた伊予の暮らしと産業を守る流域治水対策～

■被害対象を減少させるための対策
・大規模工場等への浸水リスクの説明と水害対策等の啓発活動
・不動産関係業界と連携した水害リスクに関する情報の解説
・立地適正化計画の推進【都市】

事前放流

四国森林管理局

森林整備、治山対策等【森林】

まつやまし

い よ し

まさきちょう

と べ ちょう

とうおんし

■グリーンインフラの取り組み 詳細次ページ

暫定版
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発生し得る大規模水害に対し「迅速・確実な避難」や「社会経済被害の最小化」を目指し策定した「重信川の減災に係
る取組方針」に基づき、関係機関（国・県市町）が協働し、被害の軽減、早期復旧・復興のための対策を推進。

重信川水系流域治水プロジェクト【参考資料】
～足立重信の築いた伊予の暮らしと産業を守る流域治水対策～

【被害の軽減、早期復旧・復興のための対策】

２）ソフト対策の主な取組

１）ハード対策の主な取組
■避難行動、水防活動、排水活動に資する基盤等の整備

①急激な水位上昇に対する円滑かつ迅速な避難行
動のための取組
■情報伝達、避難計画等に関する取組
・リアルタイムの情報提供やプッシュ型情報発信の継続
的な実施、ホットラインの継続・確認

・想定最大規模降雨に伴う洪水に対応したタイムライン
の作成、関係機関の連携状況、近年災害等を踏まえた
精度向上並びに訓練の実施

・想定最大規模降雨に伴う洪水対応の避難計画、近隣市
町との広域避難に関する検討及び避難経路の検討

・水害リスク空白域の解消
・地域住民に切迫感が伝わる情報提供方法を検討 等

■平時から住民等への周知・教育・訓練に関する取組
・首長出席による減災対策協議会の開催及び重要水防箇
所等の共同点検の実施

・効果的な「水防災意識社会」の再構築に役立つ広報や
資料を作成・配布

・小中学校等における水災害教育を引き続き実施 等

②堤防特性や河道特性に応じた効果的な水防活動
等に関する取組
■水防活動の効率化及び水防体制の強化に関する取組
・水防団等への連絡体制の再確認と伝達訓練、共同点検
等の実施及び重要水防箇所の精査・見直し

・関係機関が連携した水防訓練の実施
・製作済み土のう等の定期的な点検及び更新 等

■要配慮者利用施設や大規模工場等の自衛水防の推進に
関する取組
・要配慮者利用施設における避難確保計画の作成促進と
避難の実効性確保

・大規模工場等への浸水リスク説明と水害対策等啓発等

③社会経済活動の早期復旧のための氾濫水の排除、
施設運用等に関する取組
■排水活動及び施設運用の強化に関する取組
・排水機場、樋門、排水路等の情報共有を踏まえた、排
水ポンプ車及びポンプ排水委託の最適な配置計画検討
・排水ポンプ車等による訓練の実施流域治水プロジェクトのソフト対策にも位置付けられている
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タイムラインとは

34

防災対応について、

「いつ」「誰が」「何を」するのか
をとりまとめた行動計画

タイムラインとは？

1. 行政・地域・個人の対応をつなぐことができる

2. 地域で行うべき行動を整理し、共有できる

3. 先を見越した早めの行動ができる

4. 先を見越した早めの行動が現場対応者の退避・危険回避
につながる

タイムラインの効果は？



タイムラインの位置づけ

35

空間スケールの
大きさ 名称 位置づけ 主な使用者

流域
タイムライン

自治体
（多機関連携）
タイムライン

コミュニティ
タイムライン

家族と私の
タイムライン

流域全体を捉えた『広域支援』および『意思
決定支援』のためのタイムライン（個々のTL
を運用するのでは無く、統合的に運用する
ことで効率化を図る）

河川管理者
道路管理者
気象官署
都道府県 等

対象自治体に着目し、住民等の命を守るた
めに『意思決定』および『避難行動支援』を
行うためのタイムライン

自治体
消防署・消防団
警察署
福祉機関 等

対象地区に着目し、地区住民等の命を守る
ための『共助に基づく避難行動』を行うため
のタイムライン

個人や家庭に着目し、自らの命を守るため
の『自助に基づく避難行動』を行うためのタ
イムライン

（自治体）
町内会
自主防災組織
消防団 等

家族
個人 等



【参考】各タイムラインの役割と関係

36

流域・
自治体（多機関連携）
タイムライン

コミュニティ
タイムライン

家族の
タイムライン

防災上の課題・要望

防災対応の支援
住民へのお願い

父

母

子ども

祖父母

民生委員

町内会長自治体

消防団

社会福祉
協議会 住民代表

（班長）

自治体
気象官署

河川管理者

消防

警察自衛隊

交通

報道

ライフ
ライン

災害時に住民一人ひとり

が安全を確保できるよう、

家族、親戚、隣近所の防

災行動や避難支援体制を

計画する。

・いつどこへ避難する？

・高齢者等の災害時要支援者
の避難は誰が支援する？

・災害時の連絡方法は？

・災害に備え準備する物は？

・自治会長や班長の役割は？

・安全な避難場所・施設は？

・住民が避難開始を判断する情
報や目安は？

・住民に求める行動は？（避難
状況の報告など）

災害時に円滑な判断・対

応ができるよう、機関連携

による自治体の支援方策

を検討した上で、具体的な

防災行動を計画する。

・避難情報発令の基準・タイミン
グは？

・自治体や関係機関の連携内
容・情報共有は？

・住民への情報提供・避難支援
は？

・祖父母の避難を手伝ってほしい
・道路の冠水状況を教えてほしい

・地域で協力して避難支援します
・自宅周辺の道路状況を教えてください

防災上の課題・要望

・住民への声かけがあるため、
避難情報を早くだしてほしい

・安全な避難所が少ない

防災対応の支援
住民へのお願い
・早めに避難情報を発令します
（空振りも了承ください）

・垂直避難や民間施設への避難を
含め地域で検討してください

住民が安全に避難できる

よう、地域の防災上の現

状や課題を踏まえ、コミュ

ニティの対応方針や避難

ルールを計画する。
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マイ・タイムラインの情報提供・周知

マイ・タイムラインの検討ツールについて（逃げキッド）
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マイ・タイムラインの情報提供・周知

マイ・タイムライン動画紹介【逃げキッド動画】
住民自身でマイ・タイムラインを勉強できるツールとして「逃げキッド」の使い方をアニメーションで分かり易く解説した動画。

【動画の内容】
Part１ 「逃げキッド」ってなぁに？
Part２ リスクを知ろう
Part３ タイムラインの考え方を知ろう（1）
Part４ タイムラインの考え方を知ろう（２）
Part５ マイ・タイムラインを作ろう・使おう

（一部抜粋）
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H29.9配信された

実際の画面

○緊急速報メールを活用した河川情報のプッシュ型配信

・緊急速報メールは、携帯電話事業者が無料で提供するサービス。
・国や地方公共団体による災害・避難情報等を、特定のエリア内の対応端末（携帯電話）に一斉に配信。
・詳しくは、携帯電話事業者のホームページをご覧ください。

＜緊急速報メール＞
・緊急地震速報、津波警報、気象特別警報
・指定河川洪水予報、避難勧告・指示など

特定エリア内の携帯に配信
他エリアへは配信されません。

・指定河川洪水予報の配信は、平成２８年度から一部河川で

運用開始。平成３０年５月からは、すべての国管理河川に拡

大。

防災の取り組み（緊急速報メール）河川情報の発信
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川の防災情報

全国の川の水位や洪水予警報、レーダー雨量、河川カメラ画像などをリアルタイムで提供して
いる「川の防災情報」ウェブサイトを、令和3年3月23日に全面リニューアルしており、大雨時に
必要となる川の情報をより分かりやすく、見つけやすく提供しております。
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41

重信川 洪水浸水想定区域図（想定最大規模）
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